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意味性認知症患者 6名，アルツハイマー病患者 18名，健常者 13名を対象に
日常物品の視覚呼称課題と触覚呼称課題を行った．意味性認知症患者群，アルツハイ
マー病患者群はともに健常対照群に比べ視覚呼称課題と触覚呼称課題の正答数が有
意に低下していた．また，意味性認知症患者群とアルツハイマー病患者群で呼称成績
に有意な差があったが，両疾患群で視覚呼称課題と触覚呼称課題の課題間における成
績の差のパターンには乖離がなかった．一方，両疾患群の視覚呼称課題と触覚呼称課
題における誤り方には質的な違いが認められ，意味性認知症患者群はアルツハイマー
病患者群に比して視覚呼称課題と触覚呼称課題の課題間で誤りのある物品の一貫性
が有意に高かった．これらの結果を言語と知覚に関わる複数の脳部位の損傷の合併と
して解釈することは困難であり，ある程度の脳内局在性を持つ単一の多様式的意味シ
ステムの損傷に起因する障害として解釈するほうが妥当であると考えられた．前部側
頭葉には様々な知覚チャンネルからの入力情報を統合し多様式的な表象を形成する
機能があり，同部位に病変をもつ意味性認知症では物体に関する知識が多様式的に障
害されることが示唆された． 
 
